
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 89.6 95.3% 95.0

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

施策評価調書（４年度実績）
施策コード Ⅰ－５－（５）

政策体系

　施策名　健全な食生活と地域の食をはぐくむ食育の推進 所管部局名 生活環境部 長期総合計画頁

取組№ ① ② ③

目標達成度（％）

55

　政策名　安全・安心を実感できる暮らしの確立 関係部局名 生活環境部、福祉保健部、農林水産部、教育庁

取組項目 健全な食生活を実現できる県民の育成 魅力あふれる「地域の食」づくり 食をはぐくむ環境との共生

年度 基準値 目標値

朝食を毎日食べる児童生徒の割合（小５）（％） ① H26 90.0 94.0

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ４年度

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

概ね
達成

　高校・大学と連携して、朝食喫食率の向上を図るため、朝シャキーン実行委員会を中心に、「食生活スタートブック」を作成し、イベントへの出展や大学
校内等での啓発活動を行い、概ね目標を達成した。

概ね
達成



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

①

  ①②③

②

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（４年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁

35

次世代へつなぐ食育推進事業 123.9 108

直売所を拠点とした中山間地域農業推進事業 96.7 195

①

・栄養教諭や学校栄養職員が、給食の時間や教科等の指導において、
「バランスのよい食事」や「朝食の役割」など、食に関する指導を行った。
（小学校5年生の朝食摂取率　R4年度：89.6％)
・児童生徒の肥満の改善・予防を図るため、軽スポーツや食育など親子
で行う体験的な内容に取り組み、家庭での実践意識の向上につながっ
た。
・県産品をテーマとした食育動画を作成し、県産品を活用した給食の提
供とともに、県産品に対する理解を深め、小学校の学校給食の時間を
活用した食育を推進した。

スクールヘルスサポート事業 105.5

②

・直売所の魅力や機能向上に向けて、直売所のレイアウト変更や地産
地消ＰＲ資材の作成支援、先進事例研修会開催（10月）、農薬適正使用
啓発等を行い、農産物の消費拡大や中山間地域の活性化等を図った。
・郷土料理等を作ることができる食育動画を作成・配信し、その動画を
見ながら実践できる県産食材セットを100家庭へ送付した。家庭での食
育を推進するとともに地域の食材に触れ実際に食べることにより、県産
食材を活用し、食文化の普及を図った。

③

・各地域で「えらぶ・つくる・たべる」食育体験ツアーを実施し、参加者が
実際に生産・収穫体験から調理実習、実食等まで行うことで、「いのち」
をいただいていることへの理解促進や感謝の気持ちの醸成に繋がっ
た。

○第1回大分県食育推進会議　(R4.6)
・食文化を継承していく一番大切なことは、家庭に持ち帰って作って貰うこと。手軽で身近につく
れることを気楽な感じで伝えるとよい。
・写真や動画を撮る時にもっと県から方向性を示した方が良いと思う。郷土料理の写真は今後
に残していく一つの県の財産になると思う。

○第2回大分県食育推進会議（R5.2）
・おおいた食育人材バンクを知らない人が多く、依頼者に紹介すると喜んでくれる。い
いシステムだと思うのでもっとうまく広がっていくといい。
・食生活スタートブックは、今の学生の現状を踏まえて、すごくハードルを下げて分かり
やすく作成された本だと思った。

総合評価 施策展開の具体的内容

Ａ

・児童生徒の肥満対策を強化するため、家庭や医療と連携して、支援計画に基づいた個別支援を進めるとともに、研修会や親子すこやか教室を実施することで、
家庭での実践につなげていく。
・第4期大分県食育推進計画に基づき、食育に関する事業を効果的に実施するため、関係部局等と連携した「おおいた食の日」などのイベントや食育の普及啓発を
推進する。
・直売所の魅力向上のため、店内レイアウトの変更や直売所が行う地産地消PR資材作成、農産物安全管理等の取り組みを支援する。
・県産農産物の食育動画を作成し、その県産品が学校給食で提供される日に併せて動画を視聴することで、地域の食材や食文化を知り、県産農作物の学校給食
活用率向上を図る。


